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令和５年度浪中祭 テーマ「開花」
10月21日（土）～22日（日）、今年度の浪中祭が開催されました。参観者の入場制限がなくなっ

たため、たくさんの保護者の方、地域の方、来賓の方に見ていただくことができました。生徒たち

は、ステージ発表、展示発表だけでなく、校内装飾や案内表示、会場準備、アナウンスなど、自分

たちの力で浪中祭を創り上げました。また、全校生徒で制作したモザイクアート、生徒会を中心に

催した開・閉祭式や自主企画、合唱発表など、浪中生一人一人の花が見事に開花しました。さらに、

今年度は、ＰＴＡ浪中祭委員会の皆さんの御尽力により、軽食販売も行うことができました。本当

にありがとうございました。
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私が浪中祭で頑張ったことは、学年展示、合唱、ダンス発表、自主企画の４つです。

学年展示は、リンゴのステンドグラスを作成しました。デザインから始まり、丁寧に作ること、暖

色で揃えてステンドグラスらしく華やかになることを心がけました。自分が納得いく出来に作ること

ができ、とても誇らしいです。

合唱は、私はハーモニー青浪にも所属し、どちらもソプラノを担当しました。みんなが私の声の大

きさをとても頼りにしてくれました。その期待に応えるべく、一つ一つの練習を大切にし、いつでも

全力で歌いました。先生や友達のアドバイスや指摘のお陰で、パートリーダーとハーモニー青浪の

リーダーの務めを全うすることができました。本番では、今までで一番の合唱になりました。

自主企画では、「オトナブルー」を歌い、踊らせていただきました。練習はじめの時は、歌詞もな

かなか覚えられず、ダンスもあやふやな点が多かったので、最後まで不安でした。しかし、自信を

持って堂々とステージに立ち、最後までやりきれました。間違うこともなく、全力で踊ることができ

て楽しかったです。

中学校最後の浪中祭で、こんなに多くのことを成し遂げることができたのは、支えてくれた人たち

のお陰です。（３年 ＮＭ）

合唱は、初めのころ、声も全然出せていな

かったけど、練習を重ねていくうちに、クラ

ス全員が声を出して、音に合わせて歌うこと

ができるようになり、きれいなハーモニーで

歌えるようになりました。本番が近づいてく

ると、緊張のせいなのか、声のボリュームが

小さくなってしまいましたが、本番前にクラ

スのみんなで円陣を組み、本番を迎えました。

全校のトップバッターで緊張に押しつぶされ

そうになりながらも、今までの注意と笑顔で

歌うというところを意識しながら、全力で歌

うことができたのでよかったです。

ＮＡＳＴ発表では、ＣＭを作ることに苦戦

しました。どんなＣＭにするか、何が必要か

など班のみんなでたくさん話し合いました。

ＣＭを作るのは簡単だと思っていましたが、

何回も動画を撮り直しました。本番では操作

をする係でしたが、うまくできたのでよかっ

たです。（１年 ＳＲ）

ステージ発表

私は生徒会役員として、浪中祭に向けてか

なり前から準備を始めていました。テーマを

決めたり、企画を考えたり…。毎日、日が沈

むまで準備をするのは、とても大変でした。

しかし、生徒会が主体となって行う行事なの

で、私も生徒会のみんなも、今まで以上に気

合いが入ったのを覚えています。

そして、浪中祭１日目。開祭式は私たち生

徒会のダンスから始まります。アナウンスが

流れるまで、ステージの上で緊張に押しつぶ

されてしまいそうでした。そんな時、生徒会

長がみんなに「頑張ろうね」と声をかけ、少

しだけ緊張がほどけました。そのお陰か、ダ

ンスも失敗せずに踊りきることができました。

きっと、３年生になるとさらに忙しくなる

でしょう。仲間と共に一つのものをつくり上

げる楽しさを知り、来年も浪中祭を成功させ

たいです。（２年 ＫＭ）
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